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酒米品種「山田錦」の育成経過と母本品種

「山間穂J，r短稗渡船jの来歴
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Breeding Process of Sake-Brewing Rice Variety “Yarnadanishiki" and the History 
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緒言

酒米品種「出回錦jが育成されて平成16年 (2004)で

68年になる.現在も酒米の中心品種として君臨している

「山田錦jの育成経過は，これまでにその詳縮をまとめ

た資料がなく，また，育成地である兵庫県立農事試験場

は昭和20年(1945)7月6日の明石大空襲により本館をは

じめほとんどの施設が焼失しペ育成関係の野i院は残っ

ていない.さらに育成に関わった方々も既に逝去され，

不明な点が多い.

一方，最近は「山田錦jの酒米としての評備が従来に

も増して高くなり，r山田錦jの育成経過やその両親であ

る「山田穂J，r短蒋波船jについても関心が高く，問い

合わせが多い.酒米試験地では，こうした要望に応える

ことと今後の酒米育種の参考にするため，現存している

資料を整理してきた.その中で奨励品種採用時の会議の

様子や当初の品種候補名が「昭和jであったことなど新

たな発見があった.また，両親である「山沼穂J，r短稗

i度船jの来歴についても，これまでは上に明らかにする

ことができた.今後さらに新たな資料の発見により内容

はより充実すると考えられるが，現時点での f山田錦j

の育成経過や母本である「山田穂jや「短稗i度船jの来

歴について諦査結果を報告する.

なお，本文中の髄人名の敬称、は省略した.また栽培特

性などのデータについて，尺貫法表記のものは SI単位に

換算して表記した.

1 r山田錦jの育成経過

(1) 県立農事試験場種護部での育種

2004年 8月31日受理
*兵庫県立農林水産技術総合センタ一
件上郡農林水産振興毒事務所
*料元兵庫県立中央農業技術センター

「農業試験場60年史j剖)によると兵庫県農事試験場は

明治27年(1984)に設立され，種襲部を主体に翌明治28

年 (1895)に行われた水稲品種比較試験が稿の育種や関

連事ー業の始まりである.その後，明治35年(1902)の箇

芸場の開設とともに，従来の試験場が穂謹場になり，そ

の中に種謀部，農芸化学部，植産部が設置された.明治

45年(大正元年1912)からは涼種育成事業を開始し，米

麦品種の統一を関るため，多年の品種比較試験の結果，

優良品種として「山田穂J，ri，度船J， r奈良穂J，r改良白

玉J，r都J，r福山J，r寓作坊主J，r神力J，r森王手生J， 

「福助jの10品種を選出し，その原種を県農会に配布し

ている.大正3年 (19l4)からは純系淘汰法による育種

を開始し，大正5年 (1916)からは農商務省令第3号米

麦品種改良奨励競期に基づいて，米麦原種圏を設置し涼

種栽培を行い，奨励品種として f山包穂J， n度船J，r穀
良都J，持率力J， r東京一本jの5品種を採用し，翌年か

ら県農会経営の採種調に配布した.大正10年 (1921)か

らは人工交配による育種も始めた.また，昭和 2年(1927)

からは農林省水稲新品種育成事業の指定試験地になり，

この事業ではJ農林2号jや「コシヒカ 1)Jの育成につ

ながる「農林8号J， r農林22号jなど多くの品種が育成

された.

(2) r山田錦jの交配・選抜の担当者

昭和42若手 (1967)に兵庫県教育委員会から発行された

f郷土百人の先覚者j"l1の藤I11禎次の章にある記事が，交

配や育成経過の担当者に関する唯一の資料である.この

資料によると交配を行ったのは，当時，種護部の技手で

あった西海重治と記されている.その後，選抜，閲定に

関係した人は，河端健蔵，鳥田最古，三宅瑞穂，本坊大

台，小林三雄とされている.

関lは大正13年度 (1924)から昭和12年度 (1937)ま
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穂、や本場の原種で長年原種生産を担当した河端健蔵らが

rl1J田錦jの育成に関わったと思われる.

(3) 畿内支場交配説に対する見解

兵庫県で人工交配による育種事業の始まった当初は，

大阪にあった農林省畿内支場から交配後代の系統が分譲

されていた.r山周錦Jについても，三宅瑞穂が畿内支場

で交配したものを兵庫県に導入したという伝聞があるが，

f出回錦Jは兵庫賂の穣護部が独自に交配したと考えて

いる.その根拠は，大正13年度の業務功援引の本場育種-

7.k稲人工交配の欄に，r人工交院により本県に適当なる優

良新品種を育成せんが為めさ当場に於いて優良品種聞に交

配を行うと共に畿内支場にで交配セJレ未臨定種の配付ーを

受け栽培せりJとあり，雑種第一代の項に，r山田穂Jx 
「鏡稗渡船Jの記載がある.そして畿内支場から分譲を

受けた未盟定額については，雑種系統収量比較試験の項

に，r大正12年度畿内支場より配付を受け栽培せる f出回

での兵康県立農事試験場の業務功程9.10.11.12.川，也胤li.抵 i問。22.お!

の職員欄を参考に，r山田錦jの育成に携わったと考えら

れる担当者をまとめたものである.担当者は，本場の穏

護部と酒造米試験地の技手や雇員，本場で農林省指定の

水稲新品種育成事業に携わった技手ら，そして本場の原

種の技手である.r山田錦jの育成は種護部が中心になっ

て進められたと考えられ，その中でも夜接の担当者は，

交配を狩った西海重治(大正12年4月~大正13年12月)， 

島田豊吉(大正13年 1月~昭和 2年9丹)，本坊大古

(昭和 2年10月~昭和 6年 5丹)と考えられる.本坊大

は昭和 6年 (1931)5月に逝去しており，その後は昭

和 7年 (1932)4月に涼種から種護部に異動した山下博

(昭和 7年4月~昭和11年)が担当したと考えられる.

ただい本坊大古が逝去した昭和 6年(1931)5月から

山下博が種整部に異動する閣については，原種の小林正

雄が山下博とともに担当していたかもしれない.また，

水稲新品種育成事業のため兵庫県に赴任していた三宅瑞
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所蹴属鵠智r5 氏名 担笥凱削J却卿U出慨i即罰
1923 1924 1925 

技芋 金r博朝為治 大蕊12年4月~昭和2年3月 一一叫一一一…一陣一酌一伽

技手 筒海盤治 大正iロ2年制4月~大疋i悶3年iほ2月醐圏幽幽圃幽瞳闘醐
12月まで

技手 助総監吉 大正14年lJ1-昭和2年9J1 踊 輔輔鼠
1月埠‘ら

伎苧 中部富雄 大正12年4月~大豆13年9J1 .... 盟理宅警警察堅調
9J1まで

技手 本坊大宮 Ug和2年10月~昭和6年5月

府民 議}IIm一郎大正12年4J1-昭和光年5J1 一一町甲町一…一一一一一向
5J1まで

府民 久保苅普 大正12年4J1-昭和元年5J1 ・“一縦一凶舗や…←占一一】--

府民 応住一夫 大正14差別ル月~昭和光年3月、 陪器蹴踊

昭和3年6月~ 間態へ

Jiilft 磯 野 篤 昭和3年7J1-昭和4年3J1

嵐長 小野哲二郎 昭 和10年10J!-12月

服民 山本吉之助組和10年6月~昭和11年3月

搭農林技乎 iij;}lj被次 昭和3'1'6月~
造
米 Jiilft 鵠閑静夫 昭和3年6月~昭和8年4月
試
験 服ft 井本克 也昭和8年4月~昭和10年i月
i也

随員 中野良 雄昭和9年10Jl-昭和11年7月
極
郵 随員 岡村苦手段昭和10年10月~昭和11年間

l1!l方Jl~林
三宅端組 昭和2年6月~昭和11年5月

技師

l提林技手 間問的if! 昭和2年6J1-昭和5年5月

草股林投手 四蹴昭和持5J1-昭和岬7月

金側技宇佐々木六太郎昭和4糊~

E I脳機手酬忠義帥5何月~昭和年3J1
地方牒林

技姉 !>!，山元ili 昭和7年3月-12J1

農林技手 梅野佐一 昭和8年3月~

技手 i可制|他間 大正12年4J1-

技苧 山下 i事 大正12年6月~
本
場 技手 松下 E担割自 大正12年4月~昭和8年BJI

mt 段林技手 小林三割台 昭和4年'4J1-昭和7年3月
稲

股体技手 鷲illf麟太郎昭和肝阿見~昭和11年4J1

l民林技手 中谷滋 昭和8年6J1-昭和11年3J1

「山閏錦jの育成担当者

9J1まで

5月まで10月カ3ら

陸 1

本
場
・
秘
郵

盤箆幾鑓臨調盤盗盟
日月から原種へ

密密..... 摺

7J1から E覇軍基へ
際 臨 弱 臨 調

10月から12月まで

吋慢?
怨躍磁窓蕊怒翠密密密密盤盟

1月まで

10月から 7月まで舷馬分場へ

EJlIl‘ら

6JIから

5J1まで

El!ll 
5月まで

一一RI
7J1まで

日月から

際線認震密翠量密密密塁塁盟

5J1から 小去涼1置へ

腎開2月まで

据罷擦罷沼環盟翠翠盟盟
3丹治、ら

6月から
医窓盗塁翠盟

6J1から
医翠謹盤盤籍緩祭器

5J1から

震察署窪田

磁重基へ8月より

小岩原孤へ
認翠盟盟盟盟縁関

認し
4月まで
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穂Jx r晩33号jの雑種第四代に於いて・.. . J等とあ

り，実際に穏護部で交配したものと畿内支場から分譲を

受けたものについては，明確に区別して記載している.

また，昭和13年(1938)3月に兵庫県立農事試験場が

発狩した「米麦原種一覧表J20の「山田錦jの説明欄に

も「本種は嘗場デ大正十二年「山田穂jヲ母トシ「短稗

渡 船jヲ父トシテ交配ヲ行ヒ爾来嘗場デ選抜固定シ・・・ J

とある.以上の点から「山田錦jの交配は畿内支場では

なく，兵康謀立農事試験場種護部で行われたことに相違

ないと考えられる.

表 1 r山田錦jの育成経過

王手 次 本場種革基部 i臨造米試験地 1.E!馬分場

年号 西暦世代 偲体・系統選抜 生産力検定 地方委託試験 *稲樹齢七鱒式草食 地方委託試験 地方委託試験

大正12年 1923 交配 山田穏/綬蒋i皮船

大正13年 1924 F 1 偲体養成

栽械数:500個体
大正14年 1925 F 2 選抜個体数:50~

701腿{本

昭和苅年 1926 F 3 選抜:2系統・7偲体

昭和2年 1927 F 4 
栽槌:48系統
選抜 :10系統

供試 :10系統
昭和3年 1928 F5 (詳細記載なし) 選抜:優良1系統

(系統番号161号)

ー栽様 :6系統 供試:6系統
昭和4年 1929 F 6 選抜:1系統

選抜:1系統(151隠体)

栽槌:15系統
昭和 5年 1930 F 7 選抜 :10系統 供試:1系統

(45倒体)

栽植:45系統
昭和 6年 1931 F 8 選抜:8系統 供試 :2系統

(22個体)

裁様:22系統 供試 :7系統 1カ所: 供試:1系統 lカ所:
昭和 7年 1932 F 9 選抜:4系統 選抜:優良l系統佐用郡徳久村 (系統名:uJED穂 美渡郡奥吉川村

(16個体) 係杭名:対立5ふ7) (船引庄之介) ×短手早i皮船50ヴ) (J夜間直太郎)

3カ所:
供試 :4系統

有馬郡三田町
(系統名:

栽槌:16系統 供試:1系統 (井上喜作) lカ所:
昭和 8年 1933 FlO 選抜:3系統 G手枕名:対話0-7) キ1¥1崎郡鶴居村

山×短50-に
美嚢郡奥王宮JlI村

(12個体) 標偲及び多肥栽培 (古家自主治)
山×綬1ふ3，

(J夜間直太郎)
山×短2-4-4，

イ左用郡三日月村
山×短12-38-17)

(i脅7.K7青吉)

供試 :2系統 2カ所:
供試 :2系統

栽様:13系統 (系統名: 神崎郡鶴居村 lカ所: 1カ所:
昭和 9年 1934 F11 選抜:3系統 uJi，度50ω7 古家良治) (系統名:

美護郡奥吉111村 城崎郡五荘村
(12個イ本) 山iJit4-4-8) 佐用郡三日月村

山xi，度50-7，
(東田直太郎) (森図烈)

標肥及び多肥栽培 (清水消音): 
山×波2-4-4)

供試:2系統 2カ所:
供試:2系統

2カ所:
栽綴:18系統 (系統名: 神崎郡鶴居村 城崎郡五荘村

昭和10年 1935 F12 選抜:4系統 山i皮切ー7 古家自主治) (系統名:
(日誌勧蔵)

(16個体) 山i皮4) 佐用郡三日月村
山×渡50-7，

多紀郡味関村
標肥及び多加栽培 (i奇水清吉): 

山xi度4) (i可南市蔵): 

栽緩:16系統
選抜:5系統

昭和11年 1936 F 13 
(20個体)

「山図錦jと命名 供試 :3系統

し、原穫に採用。
原稜生産開始

栽様:18系統
昭和12年 1937 F14 選抜:3系統 供試 :2系統

(11偲体)
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(4) 育成経過

額2に「山田錦Jの系譜を，表 lに「山田錦Jの育成

経過を示す.育成経過や生産力検定試験の概略は，大正

13年度から昭和12年度の業務功程の記載をもとに整理した.

育種法は人工交配による系統育種法である.交配は大

正12年(1923)に行い，母親は「山田穂J(ゃまだほ)， 

父親は「短蒋渡船J(たんかんわたりぶね)である. F 1， 

F2世代は個体選抜のみで， F 3世代から系統選抜を

行っている.昭和 3年(1928)のF5世代からは，収量

性や栽培特性，品質を主に競査する生産力検定試験が始

まっている.この年の品種名は f系統番号161Jである.

その後，昭和 4年 (1929)から昭和 6年 (1931)までの

3年間の生産力検定試験の詳細な成績は省略され業務行

程に記載がない.昭和 7年{1932)のF9世代には f大

粒50-7Jの系統名で試験に供されている.また，種護部

が委託した水稲地方委託試験が佐用郡徳久村で行われて

いる.r山田錦jと命名される以前の系統名は「山渡部剛7J

が正式名とされ，前出の「米麦原種一覧表J21)には，昭

和6年(1931)に f山渡50-7Jと命名したとの記載があ

る.ただい系統名は種審部でも昭和 7年 (1932)まで

は「大粒50-7Jと呼ばれ，酒造米試験地では昭和 8年

(1933)まで「山田穂×短祥渡船50輔7Jや「山×鐙50-7J

とされており，当時は現在ほど厳密に系統名を決めるこ

とがなかったのではないかと推測される.

昭和 8年 (1933)の業務功程には，系統名は「山i度印刷

7Jで生産能力比較試験に供され，r山i度印刷7は短稗多げつ

にして収最多く品質も概して良く栽培容易にして有望と

認めたりJとあり，収量f生や栽培特性が優れ，有望視さ

れている.この年から水稲品種比較試験では施肥水準を

標準と多胞の 2水準で、行っている.7k稲地方委託試験の

簡所数も増え，有馬郡三田町，神11癒郡鶴居村，佐用郡三

日月村の 3カ所で行われた.昭和 9年(1934)の生産能

力比較試験においても，前年同様，r山i度50・7は収量多く

品質も概して良く有望と認めたりjとの記載があり，評

密2 r山田錦jの系譜
注)上段がf手本，下段が父本

価が高かった.また，水稲品種比較試験ではこの年から

少肥栽培の試験も行われているが.r山渡50-7Jは供試さ

れている酒造米(大粒種)6品種の中では， JI又量，品質

ともに上位であった.水稲地方委託試験も神崎郡鶴居村，

佐用郡三日丹村の 2 カ所で行われ，神111奇郡で成績が良好

との記載がある.また，この年からは県北部の偲馬分場

が委託した水稲地方委託試験にも供試され，城崎郡主主荘

村ーで試験が行われた.昭和10年 (1935) もほぼ同様の規

模で、試験が行われ，この年の業務功程に， 1憂良系統と

の記載と共に「なお，山i度印刷7は昭和11年度より山田錦

と改称し奨励品種に編入せりjとの記載がある.

「山田錦jの原種(当時は奨励品種と言う呼び方より

は原種と呼ばれていた)への採用の様子は，唯一，兵庫

県農会通信第304号剖}の記事で伺うことができる.記録と

して記事の内容を転載させていただく.見出しは「新謀

議に近畿9号，山田錦一保村8号，外3種廃止一本県原

種改廃協議会でjとある.記事は「保経済部農産課主催

の水稲涼種改農協議会は 1月31日午前11時より県立農事

試験場で開催.郡市農会技術員，米検支所長の外，県農

会長島幹事，農事ー試験場江角場長，三者三，河端技師その

他穀物検査所郡高，高見両技師，主催者側副見経済部長，

島原農産課長，西田，長尾技師以下係員等約60名出席.

制見経済部長座長となり在記協議事項を説明し，三宅，

iiiJi陪両技師，堀之内技手より夫々説明をなしたる所，新

たに原種に編入せむとする昭和を山田錦に改名したる外

概要次の如き意見の発表ありて結局原案を承認し，つい

で指事項を附議し異議なく午後3時半開会した.廃止せ

むとする保村8号は城崎，宍粟より又新山田穂 2i予は東

播地域より今暫く保存の要望があったが県下の普及歩合

より見れば僅々 2%以下のものであり且つ逐年減少しつ

つあるを以て結局蕗止に決定.協議事項一水稲原種

改鹿に関する件 農事試験場に於ける試験成緩並原種の

普及状況に鑑み水稲原種を左の通り改廃せむとす.申

新に原種に編入せむとする品種(中略)②山田錦 本種

は山崩穂と渡船との人工交配に依り選出せられたる品種

にして寧丈短く品質寵良にして且つ収最多きを認めたる

を以て原種に編入せむとす(決定).乙， J蕗止せむとす

る品種①保村8号，②新山田穂2号，③新東京一本 l

号，@七部烏嬬 布4品種は何れも昭和12年度一般栽培

のもの限り原種より削除せむとす(決定)(中略)新原議

の特性農試本場成績 山自錦 (来臆)当場に於いて大

正12年「山田穂jを母とし「短蒋渡船jを父として交配

を行ひ簡来当場に於て選抜間定し昭和 6年「山i度50ノ7J

と命名せるものなり.(特性)中生種の酒造米にして短稗

多襲にして偶伏せず栽培容易なる多収良質の優良品種に
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して摂播中北部に好適す.Jとある.

以上のように「山田錦jは昭和11年(1936)の原種改

鹿協議会で新品種として採用することになり，昭和11年

2丹27日付兵庫県報第1065号 11で告示された.

なお，兵庫県農会通信第304号の記事によると，当初

f山田錦jの品種候補名は「昭和Jであったようである.

酒米試験地に残っている原種改廃協議会の資料にも，手

きの「昭和Jという記入が残っている.どのような理

由で「昭和Jという品種名が採用されずに「山閏錦Jと

命名されたのかは，現時点では資料や舘承がない.推測

ではあるが，r昭和jという品麓候補名が見送られた背景

には，山形県での「昭和O号jとの浪河を避けるためで

はないかと思われる.山形県佐内地方では，昭和 4年

(1929)から昭和 8年 (1933)にかけて，民間育種家佐

藤弥太布衛問が，r昭和イ号jから「昭和ヌ号jという

「昭和jにいろは名を付けた品種9品麓を育成している.

このうち f昭和二号jは昭和11年(1936)から昭和23年

(1948)まで山形県の奨励品種に採用されている相.こ

れらの情報が f山田錦Jの品種名を最終決定する捺に考

慮:されたのではないかと思われるJ山田錦jの f山田J

については，母親の「山田穂Jに由来すると考えられる.

実際の原種画での原種主主産は，昭和11年(1936)から

行われ，配付が始まった.r山田錦jの系統選抜は，昭和

12年(1937)のF14世代まで原種生産と平行して行われ

ている.当時はまだ「原々種jとの記載はないが，系統

選抜が f原々穏jに当たるものと考えられる.i酉米試験

地に残っている野帳から判断すると，r山田錦jの原々種

栽培は，昭和35年 (1960)まで、は明石の本場で、行われて

おり，その後，昭和36年 (1961)からは現在のように酒

米試』験地に移され行われるようになった.

(5) r山国錦jの育成と酒造米試験地の関わり

関3は藤JlI禎次と昭和30年頃の酒米試験地の写真であ

る.酒造米試験地(現，酒米試験地)は，昭和 3年(1928)

に兵庫県加東郡社町沢部に設置された.初代の主任が藤

国3 藤川禎次と酒米試験地

図4 現地試験掴場周辺の現況(古川町金会)

JlI禎次である.藤JII禎次が「山田錦jの育成に関わるの

は，昭和 7年(1932)からである(留し表 1).昭和

7年度の業務功程17)の酒造米試験地の部の記載では，こ

の年から酒造米試験地でも水稲品穂比較試験に供試され

ている.系統名は「山田穂×短稗i度船50附7Jとなってい

る.比較品種は「新山田穂 l号jで，この年の成績では，

倒伏が無く，収量比率は101%となっている. i酒酉造米試

験地では昭和l叩O年(仕19田35引)まで

さjれ1た.

また，酒造米試験地では，昭和S年(1930)から美嚢

郡奥古川村金会に水稲地方委託試験の現地顕場を設置し

ている.最初の担当農家は東回直太郎である.r山田錦J

の前身である「山田穂×短稗渡船50-7Jは昭和 7年(1932)

からこの現地試験に供試されている.現地調場のあった

場所は，現在は圏場整備されているが，みのり農業協問

組合のライスセンタ一周辺の関場であった(図 4). r山
沼錦jの奥吉川村での現地試験は昭和 9年 (1934)まで

の3年間行われた.1贋造米試験地及び奥吉川村での成績

も，明石本場の傾向と同じで，r山田錦jは倒伏が少なく，

収量性が高く品質も寵れていた.また，藤JlIは酒米で重

要な玄米形質について詳綿に調査を行っている.これら

の試験結果から「山田錦jの優秀さが認められ，品種誕

生につながったと考えられる.r山田錦jの誕生と普及に

果たした藤川の役割は大きい.

余談ではあるが，藤川禎次の次女片山洋子によると，

藤JlIはこの現地圏場まで、片道約20kmの道のりを自転車

で調査に出かけていたと雷うことである.酒米について

非常に熱心であった藤JlIは舗装されていない砂利道を，

その年の稲の出来具合を観察することを楽しみながら，

通っていたのではないかと想像できる.

2 r山田錦jの育成当時の品種特性

表2は本場種護部の生産力検定試験と酒造米試験地の

水稲品種比較試験の耕穣概要である.参考として現在の
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表 2 耕種概要

-生産カ検定試験

年度 施肥の 区数 t設種矧 移槌期 栽植密度 極付 施肥 (N成分

穏類 本数 基肥 追n~ 富十

5 月 3~4B 6月下旬 30.3X26.0(12.7株/ぱ) 4本 0.49 0.34 0.83 

5月上旬 6月下旬 30. 3x26.1 (12.6株/ば) 4本 0.98 

0.33 0.63 
5月上旬 6月下旬 25. 7X22. 7(17.1株/ぱ)

0.30 
4本

0.945 2 0.450 0.495 

2 0.33 0.63 普通肥
昭和9年 少肥料 5月上旬 6月下旬 25. 7x22. 7(17.1株1m2) 4本

0.30 

2 

2 0.33 0.63 
昭和10年 普多肥通料n~ 0.30 

5月上旬 6月下旬 25. 7x22. 7(17.1株/ば) 4本
0.95 0.45 0.50 l 

酒造米試験地・水稲品穏比較試験

昭和7年 2 5月5日 6 fJ 23~24 日 26.1X22.7(16.9株/ぱ) 4本 0.77 O. 77 

昭和8年 1~2 5 月 5~6 臼 6 月 22~23 臼 26.1x22.7(16.9株1m') 4ヨド O. 78 O. 78 

昭和9年 1~2 5 月 4~5 日 6 月 24~25 臼 26.1 X22. 7(16. 9株/ば) 4本 0.78 0.78 

0.78 標準R~ 0.78 
昭和10年 1~2 5fJ 4~6 B 6 fJ 21~23 日 26.1 x22. 7(16. 9株/ぱ) 4本

多肥 0.93 0.93 

現，気象感応調査(稚苗) 5月15臼 6fJ5B 30. OX 16. 0(20. 8株/ば) 3本 0.40 0.20 0.60 

注)本場種察部の昭和 4~6 年の耕稜概要は記載なし.

酒米試験地の気象感応謂査の耕種概要も表記した.当時

の移栂期は 6月下旬で，現在の 6月上旬移纏よりかなり

遅い.これは当時，試験場内でも麦に関する試験が多かっ

たことによると思われる.直は脊苗日数が50日以上の成

苗で，栽植密度は，現在の標準である条間30cmよりやや

狭く，株間はやや広くなっている. a当たりの謹索成分

施用震は現在の0.5~0.6kg 程度よりやや多い.把料の積

類は鯨絞粕，大豆油粕，硫酸アンモニウム，過燐酸石灰，

硫酸加患を使用していた.表3は本場種審部の生産力検

定試験と水稲地方委託試験の成績を，表4は酒造米試験

地および美嚢郡奥吉川村金会の現地試験の成績である.

本場種護部および酒造米試験地の昭和 8~10年の 3 カ

年の平均値を比較品種の f新山田穂、 l号Jと比較すると，

出穏期，成熟期は 1日程度遅いほほ問熟の晩生種である.

稗長は15cm程度短く，当時の品種の中ではかなり短梓で

あり，倒伏の発生も少ない.表5に当時の酒米品種の草

型を示しているが.r短稗i度船j以外の品種は，穂霊裂も

しくは嬬穂重型であるが， i山田錦jは穂長が短く，穂数

が多い中関型である.i山田錦jの草型は，父親である

「短稗渡船jに由来するところが大きいと考えられる.

いもち病の発生もやや少ない.収景性(玄米反さき重量)

はやや高く，品質も優れている.

表6は酒造米試験地における f山田錦Jの玄米形質の

調査結果である.藤JIIIま心自や外自(腹自)粒の都合，

粒形，さらに制度など，玄米形質について詳細に調査を

している.i山間錦jは「新出回穂 l号jや「排慶jより

もやや大粒で心自の発現が多いことがわかる.

表 7，表8は現在i富米試験地で保存している「山田錦J
とその交配耕および関連品種の生育および玄米特性であ

る.i山田錦jの父親である「短符渡船jは現存していな

いため，特性が類似している f渡船2号jの特性を載せ

ている.ただし，脱粒性については f短蒋渡船jは難で

あるが.ri.度船2号Jは易であり，この点は特性が異なっ

ている.

3 i山田錦jとその間親

(1) 母親品種「山田穂jの由来

母親の「山田穂jは，もともと明治のはじめ頃から県

下各地で栽培されていた品積である.県では， !果下各地

に栽培されていた「出国穂jを取り寄せ，品種比較試験

を行い，その結果優良で、あるとして，明治45年 (1912)

に原種に指定した.また，大正5年 (1916)からは純系

淘汰法による選抜を行っている 6) その結果，大正10年

(1921) には「新山田穂H予J，大正11年 (1922) には

「新山田穂2号jをそれぞ、れ優良として原種に編入して

いる 8) 従来の「山岡穂jは「新山田穂1号jの原犠への

採用でi嵐穂から外された.

f山田穂J.の由来は昭和36年 (1961)に発行された f兵

庫の酒米J(兵庫県酒米振興会10周年記念誌)2川こ詳しく

紹介されている.それによると兵庫県多可郡中町説，美
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玄米 l 玄米反当J奴最議議設

舛重量霊登 容積

E月一 kg/a L/a 

839.8 43.8 52. 1 
829.4 41. 9 50.5 
831.5 44.0 53.0 

817.0 46.2 56.6 
810.7 37.9 46.7 

835.7 49.3 59. 1 
835. 7 46. 7 55. 9 
833.6 50.4 60.5 

833.6 52.9 63.6 
829.5 48.2 58.2 
831.5 53.2 64.0 

837.8 41. 7 49.8 
839.8 34.7 41. 4 

839.8 40.0 47.7 
837.8 35.3 42.1 

833.6 39.1 46.9 
839.8 34.7 41. 4 
837.8 36.9 44.1 

837.8 37.2 44.4 
833.6 29.9 35.8 
835.7 28.5 34.2 

835.7 39.5 47.3 
839.8 35.2 41. 9 
835.7 41. 0 49.0 

835.7 43.4 51. 8 
837.8 40.5 48.4 
835.7 39.4 47.1 
835.7 43.7 52.3 
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本場種蓄基部における生産力検定試験，水稲品種比較試験および、水稲地方委託試験の結果

穏数穏長科長

生産力検定試験・水稲品稜比較試験

表3

品質
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10122 122.7 
10ρ2 134.8 
10122 130.3 

11114 119.1 
127.3 

系統番号161 9/2 
新山田穏1号 9/2
新山田秘2号 9/2

9/12 
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A

11/3 
11/2 
1111 

11/9 
11/7 
11/6 

11/6 
11/6 

11/5 
11/5 

11/8 
11/6 
11/6 

9/6 
9/6 
9/5 

9/7 
9/6 
9/6 

9/9 
9/8 

9/8 
9/8 

9/ll 
9/8 
9/10 

普通R{I!料

山i度50-7
普i毘肥料新山悶穂1号

新山郎総2号

山i度50-7
多肥料新山邸穏H予

新山田秘2号

山渡50-7
普通肥料

新山国穏H予

山波50同7
少s{I!料

新山図f.'l!.1号

山i皮5仏7
普i透肥料新山間秘1幸子

新山田穏2号

昭和7年

昭和9年

昭和8年

11/9 
11/8 
11/8 

9/12 
9/11 
9/11 

山i皮5仏7
多肥料新山田穂l号

新山EE穏2号

11/7 
11/6 
11/6 

9/10 
9/10 
9/9 

山i皮50-7
少肥料新山EE穂l苦手

新山EE秘2号

昭和10年

11/6 
11/6 
11/5 
11/4 

9/9 
9/9 
9/8 
9/8 

昭和 8-10年 山渡50-7
昭和 8-10年標準栽培緋慶
昭和 8-10年区平均新山岡穏1号
昭和8、10年 新山図穏2号

中生大粒穏では山悶穏×短手早i度紛50-7成総良好
優良系統:il1i皮切-71ま短手早多げつにして収量多く品質も慨して良〈栽培容易にして有裂と認めたり
優良系統:il1波50-7はJllI.畳多く品質も概して良く右裂と認めたり
{姿良系統:標準栽培多目E栽培並びに少s{I!裁縫の各栽域条件において標準奨励品種に比べ収鐙多く品質概して良好で宥認と認めたるは山
i皮切除7、山波4である。なお、山i皮切但7は昭和11年度より山田錦と改称し奨励品殺に編入せり

昭和7年
昭和8年
昭和9年
昭和10年

概評

水稲地方委託試験

51.0 
54.1 

60.1 
59.1 
58.1 

62.8 
58.0 
65.3 

56.8 
57.2 
59.3 

54.8 
49.3 

約
一
引
…
…
…
一
山
…
川
町
一
れ
れ
…
一

M
U…

800.3 
804.5 

817.0 
827.4 
823.2 

833.6 
837.8 
837.8 

837.8 
839.8 
839.8 

835.7 
833.6 

中上
中上
中中

中司3

中J:t
中J:t

中中

中中

微
微
微

鑑
…
鍛
…
鑑
…
一
級
…
鑑
…
錐
…
一
鑑
…
依
…

f絞

少
多
多
一
無
少
無
一
中
中

19.3 
13.3 

21.0 
15.0 
16.0 

18.0 
13.0 
13.0 

15.0 
12.0 
12.0 

20.0 
14.。

手早長

出

一

M
M
川
一
山

m
m一
M
抑
制
一

M
M

C臨

110 
122 
117 

121 
122 
116 

104 
116 
113 

101 
116 

α百

118.2 
135.5 

月日

9/4 
9/3 
9/3 

11/5 
1111 
1111 

月日

昭和 7年

品種名

沼郡大粒50-7
久村新山回総l号

山i皮50-7
有馬郡

新山田総l号
三田村 新山邸機2~予

実施場所年次

10.β0 
10129 
10129 

I
l
l
 

i
-
-

Q
u
o
d
Q
U
 

山波50-7
事11崎郡

新山田穏I号
鶴居村

新山回総2号

9/6 
9/5 
9/5 

9/3 
9/2 

11/6 
11/4 

47.8 40.1 839.8 中上少無17.0 19.0 101 

52.3 
41.5 

42.2 
34.7 

831.5 
835.7 

上
一
中

中
中

鑑…銀…
16.0 
12.0 

20.7 
22.8 

103 
117 

11/3 
11/3 

9/7 
9/7 

山波50-7
佐用郡

新山回線li予
三日月村

新山間穏2号

神崎君s山波50-7
鶴 居 村 新山田総n号

佐用郡
出波50-7

三日月村

神崎郡山i皮50-7
鶴居村新山田穏1号

佼沼郡
山i皮50-7

三日月村

昭和 8年

昭和9年

昭和10年

45.0 

概喜子

37.9 841.9 上下書聖無13.0 

山 i皮50ω71土干~1 崎郡において概して良好の成絞をしめせり
山i皮50-7は事11崎郡において概して良好の成綴をしめせり

18.8 94 

昭和9年
昭和10年
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酒造米試験地における水稲品種比較試験および、水稲地方委託試験の結果表4

71<.f需品穏比較試験(酒造米試験地)

何
時
少
一
少

総数穏長得策泌総期成熟期

品質絞製倒伏
本/株月日f.I日

品緩名
施胞の
稜1讃年次

50.3 
54.3 
52.7 

48.7 
48.9 
53.0 
50.5 

53.7 
51.1 
54.2 
53.3 

51. 5 
48.5 
50.0 
44.6 

52.6 
47.8 
53.3 
40.0 

51.3 
49.5 
51.3 
50.3 

40.2 
40.7 
44.2 
43.9 

45.2 
43.0 
45.5 
44.8 

43.2 
40.7 
42.2 
37.6 

44.1 
40.2 
44.8 
33.8 

42.9 
41.5 
43.6 
42.3 

848.2 

848.2 
850.2 
848.2 

825.3 
831.5 
829.4 
831.5 

841.9 
841. 9 
839.8 
841.9 

839.8 
841.9 
841.9 
846.1 

837.8 
839.8 
839.8 
844.0 

835.7 
837.8 
837.8 
839.8 

上下

二
下
下

」
上
上

上
上
中上

中上

大
大
大
大

上下
上下

上下
上下

上下
中上

上下

中上

中上
中中

中上

中中

上下

上下-4'上
上下ー中上
上下回中上

中
中
中
一
少
中
中
中
一
少
中
少
少
一
少
中
少
中
一
中
中
:
申
:
中
一
少
中
州
少

無

少
-
中
少
一
中
中
多
多
一
少
多
中
中
一
無
中
無
少
一
少
多
少
中
一
少
一
時
中
州

15.6 

11.3 
10.9 
11.2 

17.5 
13.2 
14.7 
14.6 

19.7 
13.6 
13.9 
13.8 

20.0 
14.0 
14.0 
14.0 

20.0 
15.0 
15.0 
14.0 

19.0 
14.0 
14.0 
13.0 

ロE

19.1 

川
町
山
一
川
一
一
則
一
山
一
山
川
抑
制
一
一
山
…
…

m
u
一
叫
ん
川
町
…
山
一
山
山
山
川

cm 

102.1 

115.2 
111.8 
107.3 

96.3 
1ll.8 
112.4 
109.1 

97.9 
113.0 
110.9 
108.2 

95.0 
111.0 
101.0 
97.0 

95.0 
111.0 
105.0 
99.0 

102.0 
119.0 
113.0 
109.0 

cm 

114.2 
131.2 
131. 5 
127.9 

11/3 

》

4
》

4

、3

一n
u
n
u
n
u
1占
司

l
L
1
4

ハU
1
B
A
-
3
'

μ
μ
μ
一A
N
A
N
A
μ
A
M

一
rト

β
仰
向
一
パ

1
1
1町
内

U
0
0
0白

l
u
c
c自

1

1
1
1
w
1
1
1
1目

1
1
1
1目

l

9/9 

9/8 
9/8 
9/9 

山田秘×鐙
手手渡船50-7
新出国穏1号
新山凶穏2i予
封~~

標準nI'!昭和 7年

9/2 
9/3 
9/3 
9/4 

山×綾50田7
新山田穏1号
新山凶穂2i予
緋~

9/4 
9/4 
9/3 
9/3 

山×波50-7
新山田総l号
新山田稔2号
鈴鹿

標準se!昭和 8年

9
8
9
η
 

I
I
I
-

Q
U
Q
U
Q“
内
自

山i度50-7
新山回穏l号
緋鹿
野条穏

標準腿昭和 9年

11110 
11/9 
11110 
10!l8 

9
8
9
氾

i
l
l
l
 

n
u
d
Q
d
A
3
0
6
 

山i皮50-7
新山田総l号
緋慶
野条穏

標準se!

昭和10若手

11/3 
11/2 
11/3 
10/14 

5
5
5
ぁ

i
l
l
l
 

o
d
Q
u
o
d
只
υ

山i皮切-7
新山田穏l号
m~ 
野条穏

se! 

襟準se!
平均

多

昭和 8-10年

一
円
吟
少
一
少

実施場所:美嚢郡奥吉川村金会京国直太郎

11¥穏期成熟綴草丈 祥f主 総長 穏数

E回

水稲地方委託試験(酒造米試験地)

品質1fH犬
本/株C田αn 月H月B

品緩名年次

47.6 

43.0 
46.1 

61.2 
51. 7 
56.0 

51. 7 
38.2 
37.7 

43.2 
31. 6 
31.3 

833.6 

837.8 
837.8 

841.9 
829.5 
833.6 

835.7 
827.4 
831.5 

上下

4'上
中上

上下
中上
中上

二た下
中上
中上

中
中

少
中
中

少
4' 
中

少

少
中
一
中
慈
基
一
少
中
中

20.7 

16.4 
13.0 

21.0 
14.2 
14.4 

18.4 
12.6 
13.3 

18.8 

21. 2 
20.3 

19.1 
20.9 
20.0 

20.3 
21. 8 
19.1 

96.4 

109.4 
106.4 

100.9 
118.2 
114.8 

103.6 
118.2 
116.7 

11/9 

120.0 
139.1 
134.8 

11/6 
11/2 

1117 

9/10 山田穏×短
手早i度船50-7
新山防総l号
新山田総2号

山×短50-7
新山田穂1号
新山間穏2号

昭和 7年

山Xi度50-7
新山殴殺l号
新山田穏2号

昭和 8年

昭和 9年

山田錦(山i度50-7)の形態特性表5

参考資料
番号

でおよび
ふ先色

ふ色をの長短主主の多少脱粒性粒着疎密草型名宅建ロ
ロロ

1、2
l 、4
l 、4
4 
4 

3、5
3、5
3、5
3、5
3、5

自
由
自
白
自
白
自
由
自
由

寅
賛
禁
止
由
一
寅
賞
賛
糞
黄
寅

黄白

自
由
自
白
自
由
自
白

地
質
賞
者
一
賞
品
貝
殻
一
黄
索

一
短
一
短
一
中
中
蹴
短

無
無
断
…
?
…
中
中
糊
稀
鑑
…

~ 
易

易
易

易

難

やや易

~ 
~ 

やや~

中

中

中

密

中

中間型

偏穏重型

偏穏重裂

偏穏Z童裂
偏穏宝章型

偏穏数君主
穂、A:迎

f漏穏愛型

穏愛型

穂霊堂型

錦

慶

毘穏 1号

回穂 2 号

条穂
蒋 i度船

船

錦

号

者自

回

磨

穂

良

山
山

山

排

新

新

野

短

波

播

奈

穀
10 良

注)参考資料
1 :水稲原種改廃に関する件(兵庫県報第1065号 1936年 2fl27B) 
2 :米麦係種一覧表(兵庫県立幾事試験場 1938年3月)
3 :米変重姿品種一覧表(兵庫県立農事試験場 1927年 3月)
4':品稜問題より見たる近畿地方の稲作(三宅瑞糖、 農業及閲芸 11 (1) 293-311 1936年)
5 :品種比較試験(昭和 3年度兵庫県立農事試験場業務功穏 酒造米試験地ノ部 148-154 1930年)



勝・三好昭宏・世古精美・渋谷幾夫・西田清数:i留米品種f山田錦Jの育成経過と母本品種「山田穂、JJ短秤i創出の来歴池上 45 

昭和10年調査)の玄米特性(酒造米試験地山田錦(山渡50-7)表6

挫折
問IJ度

粒長/
11零比

粒厚!絞11癌粒長無)J皇自粒外自粒心白+
外自粒
% 

心白粒子粒若手;量千粒霊Z
品種名

施胞の
稜業員

問団

山i度50-7
事rr山田穏 l号

標準犯
緋慶

野条穏

n
u
n
L
ヴ

t

o
o
η
t
η
t
 

1. 77 
1. 75 
1. 78 

2.12 
2.09 
2.11 

田剖

3.15 
3.11 
3.12 

自由

5.59 
5.43 
5.56 

% 

1.0 
1.0 
3.0 
11.0 

% 

5.0 
11.0 
19.0 
21. 0 

92.0 
87.0 
77.0 
51.0 

% 

2.0 
1.0 
2.0 
17.0 

国品

19.0 
17.9 
18.8 
18.7 

g 

26.7 
25.1 
26.4 
25. 7 

酒米保存品種の生育特性表7

伏
皮
ぬ

倒
程
ト

穏数穏長手早長成熟期出穏期
せ及び
ふ先1s

ふ色脱粒f生をの
長短

会の
有無

主主裂名号室出
口口

本/株

山
山
波
波
雄

自
白
白
自
白

賛
賞
品
由
一
地
回
一
黄

自
白
白

背
一
資
資

~ 
やや易

易

易

易

一
臨
時
特
宮
沢

無
断
多
多
多

中関

係穏重
傷総数

偏穂重

偏穂愛

5.0 
5.0 
4.8 
5.3 
5.0 

16.3 
9.8 
21. 2 
11. 5 
12.3 

cm 

20.6 
21. 6 
19.2 
22.8 
23.0 

cm 

102 
115 
94 
113 
112 

月日

10.12 
10.8 
10.15 
10.21 
10.19 

月

8.28 
8.28 
8.30 
9. 1 
9.1 

錦
穏
回
す
飢
加
町

η
L
 

回

回
八
日

'n河

黄白

注)供試品種の f山田穏J，土京都大学 (NQ132)，r ij皮船2号Jは(独)農業生物資源研究所(整現番号0010484)，r i.度般jは九州
大学 (NQ1681) を用いた.特性伎は1996~98年の 3 カ年の平均儀.移植期は 6 月1O~13日で，手緩えの l 本植.施IJE!は基胞
に窒素成分でa当たり0.4kgのみ施用.表8も同じ. ff~伏程度はO(無)-5(中ト1O(醤)で示す.

酒米保存品種の玄米特性

，ぃ 市
出
十現発自

表8

玄米タンパ
ク質合愛

% 

米
戸

一
山
山
肌
榔

腹自
大小

自
少
告

腹
多
9

計
% % 

中
% 

大
% 

粒長/
粒Ipi'oJt

千粒2霊
名種口

00 

g 

山
山
渡
渡
雄

5.9 
5.8 
5.4 
6.2 
5.6 

1. 99 
1.89 
1. 99 
1. 97 
2.00 

中

大

大

中

大

中

中

67.0 
54.7 
88.7 
67.3 
52.7 

55. 7 
23.0 
27.3 
31. 0 
43.7 

24.7 
15.3 
10.3 
22.0 
17.3 

13.7 
5.3 
8.0 
4. 7 
9.3 

17.3 
2.3 
9.0 
4.3 
17.0 

1.71 
1. 62 
1. 66 
1. 67 
1. 68 

28.2 
24.2 
26.6 
25. 7 
26.2 

錦
穏
口
す
紛
町

η
J
U
 

周

回
八
口

尚
司

郎が伊勢参りの帰りに，三重県の伊勢山田付近から持ち

帰った稲穂に由来し，伊勢山田の地名にちなんで，r山田

穂Jと名付けたとされる.古川IIllJ説については確たる寵

拠は残つてないが，r兵庫の酒米J(兵庫県酒米振興会10周

年記念誌)の執録者で，当時，r山田穂jの由来を調査し

た県農林部農務課技師の飛間五六によると，古川町で年

輩の方々に取材をすると，多くの方が f山田穂jの由来

を街中新三部が伊勢山田から持ち帰ったものであると

言っていたとのことである.一方，古川町では昔から

「奈良穂jという酒米品種が多く生産されていた.元兵

庫県瀬米振興会副会長の井上克自が昭和21年 (1946) の

会誌 f農業J8月号に ri難摘の翫米日創刊吉111米』に就

てj却}との記事を載ぜているが，その中でも吉川i米では

f奈良穂Jが第ーとしている.記事の中の特性では，r山
包穂Jよりさらに長稗穂重型の晩生穂で，玄米は f山回

穂Jよりやや大きく心自の発現も多いことがわかる.こ

設)精玄米粒!事は，精玄米にふるい分ける粒療のこと.玄米タンパク質合去をは，玄米粉を近赤外分光法により波IJ定.

嚢郡吉川町説，神戸市北笹山田町説の 3つの説がある.

中町説は明治のはじめ(10年頃と推定)に中町東安田

の出回勢三郎が自分の圏場の中から優良な株を見つけ出

し選抜したこととされている.山田勢三部は，この種子

を増摘し，近隣の農家にも配布した. i器造家の評判も良

く，自らの姓を取って「山由穂jと名付けたとされる.

この功績をたたえ，明治37年(1904) に額徳碑が建立さ

れている(盟 5).間脇市史紛』こよると，中lllJ東安田は

一橋領に属し，酒米の主産地であった.また，明治21年

(1888)の「東播九郡連合農産物共進会報告書jには，

多可郡から出品された品種の中で f山田穂jは特に多い

品種の一つであり，さらに明治29年 (1896) の「第 6回

関西連合府県共進会Jへの多可郡の出展品種237点の中で

も，r山田穂jは96点あり，明治20年代に東安田を拠点と

し多可郡で広く普及していたことが伺える.

古川町説は，年代が不明で、あるが，古川町の田中新三
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図S 山田勢三郎の領徳碑(中町東安田)

の品種の由来は不明であるが，r山出穂Jとは別の品種と

して扱われている.また，明治43年(1910)3月に開催

された兵庫県農会第 1回小作米品評会話}で弐等を受賞し

た出品人住所氏名の櫛に，r奈良穂jで出品した美嚢郡臼

吉川村の田中新三郎の記載がある.この田中新三郎が伊

勢山間から「山間穂Jを持ち帰ったとされる人と同一人

物であれば，田中新三郎が持ち帰ったのは，r出自穂Jで

はなく「奈良穂、jではないかと思われるが確かではない.

神戸市北区山田町説は， r神戸酒米のしおり j に r~那

穂由来記j剖}として紹介されている.当時人部郡山田村

藍那の東田勘兵衛が，河内の雌垣村(現在の大阪府茨木

市)に品質の良い稲のあることを伝え開き，その種子を

入手し，山回村藍那で栽培を始めたもので，雌塩米また

は椿米と名付け，一俵一俵に椿の葉を付けて出荷してド

たという.明治23年 (1890)7丹に隠催された第3開国

内勧業博覧会に雌垣米として出展し，品質が良かったの

で日本一の折り紙を付けられた.その後，急激に近隣の

農村に拡大し，山田村監那の地名にちなんで，r藍那穂J
または「山田穂jと雷われるようになった.

「驚那穂Jは松尾孝嶺が編集した農業発達史調査会資料

「明治以降に於ける水稲品種の変遷(其1)J四)の兵康

の摘に，明治28年(1895)に初めて記載があるが，r藍那

穂jとは加に「山田穂jも記載があり，r山田穏Jについ

ては明治21年(1888)から記載されており，加の品種と

して扱っている.さらに大正11年 (1922)に兵庫穀物検

査所が発行した「大正10年度兵庫県米穀検査報告書j2lに

は，同信種類別作付反別並一反歩収穫高調査表jがあり，

その中に品種の異開についての記載がある.オリジナル

品積は「本系jと記載されるが，r藍那Jは「本系jとさ

れており，r向田穂jとは別の品種として扱われている.

この調査表には「山田穂jと異名開種の品種としては

「天王穂Jや「大神力jなど16品種が上げられている.

以上の点から，r藍那穂」を地名にちなんで「山田穂jと

呼ぶ場合もあったかもしれないが，r山田穂jとf鹿那穂J

は加の品種と考えられる.

f出回穂jの由来については3説あるとされているが，

現症のところ，多可郡中間丁の山田勢三郎による説が，最

も有力と考えられる.

(2) 父報品種「綬稗i度船Jについて

「競稗i度船jの名前の由来は，r;，度船Jの中でも草丈の

短い短蒋の品種であることが想、{象できる.r渡船jは，農

商務省農事試験場の加藤茂惑の報告叩』こよると，明治28

年頃に，楠岡県で栽培されていた「雄町jを滋賀県が取

り答せ，品種名を「渡先制と命名したとあり，r雄町jと

r;，度船jはほぼ異名問穫であるとされている.

「雄町jとは，岡山県の岸本甚造が慶応、2年(1866)

に作り出した品種といわれている制.r雄町jは，大粒で

心自があることから酒米として評価が高く，明治，大正

時代の酒米の代名前であった.滋賀県では明治38年

(1905) 4月に郡市農会模範農場長会加で，異名向種の品

種について，品種名の統ーを行っている.その際滋賀県

では「渡船jと「雄町jを，全国的に有名な「雄町Jと

いう品種名ではなく，ri度蛤jとして統ーした.

f渡船Jの品種名の由来は，昭和11年に発行された滋

賀農報第268号聞に記載されている.筆者は耕月生という

人物で，r農事試験場設立の動機③jとの題で滋賀県農事

試験場設立当時のエピソードをまとめている.そのゆに

n度船jの品種名に関するエピソードが紹介されている.

其の館所を引用すると次の通りである.r稲作方面では先

ず本県に適嘗なる産米の選出であって品質良好と多収会

臣指し，県内は素より県外では奈良，京都，麿鳥，兵庫，

開山，山口，楕関から其の府県の葉要品種を取得せ槌付

て試みた.他府県の分には相嘗淘汰したものもあるが，

神力種， ~度船穂等の如き後年相蛍重要視された原種はこ

の特に本県に入って来たものである.一中~此麗に

忘れ難いのは，創設賞時盤7.1<.選施行の際人夫は少なく日

は足らず，午後九時頃膳所演先に小舟を浮かべ盤水種の

清洗ひをする各品種の内，一品種丈け誤って付札を湖中

に流し，穏に探っても到頭分らぬので後から段々調べて

見ると，福岡県から来たものだという丈け分かったので，

差嘗り「渡船Jと命名しておいたのが，追々県下に分布

した.之が今のi度鉛の祖先であって，形態と名競は多少

変わっても，今年で盟十一年間其血が続いて居ると思へ

ば，まことに尊い感がある.J .この記事によると「渡

船jの由来は，塩水選後の水洗いを小舟に乗って琵琶湖
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の湖上で、行っていたところ，品種名の名札を落としてし

まい，品種名がわからなくなったため，とりあえずの名

前として行度船Jと付けたとしている.r雄町jと異名向

種と考えられるようになったのは，その後，品種特性が

向島町jと類似していたことによると推測される.この

記事について，雑誌「農業技術Jに「イネ荘来種“渡船"

を再考するjお}との研究を掲載している元山口大学農学

部教授の森脇勉氏から，慎重に取り扱うべきであるとの

私信をいただいており，今後滋賀県や福岡県における新

たな資料の発見が期待される.

その後，滋賀県では大正 5年(1916)~昭和元年(1926)

にかけて「渡船jから純系淘汰法により「滋賀渡船2号J， 

「滋賀渡蛤4号J，r滋賀渡船6号J.r滋賀渡船26号jを

育成し，奨励品麓に指定している30

「山田錦jの交配母本である「短秤i度船jは滋賀県農

事試験場で育成された品麓であるとの記載が大正9年度

表 9 兵庫県における酒米奨励品種の変遷

品種名 採用 廃止 品種名 採 用 廃止

山田穂 明治45年(大正 5年) 大正 9年 山田錦 昭和11年

i度船 明治45年(大正 5年) 昭和 2年 兵庫雄町 昭和26年 昭和33年

穀良都 大正 3年(大正 5年) 昭和10年 たかね錦 昭和33~三(昭和35年) 平成11年

新出回穂 1号大正10年 昭和15年 兵系酒18号 昭和47年 昭和56年

新山田穂 2号大正11年 昭和11年 フクノハナ 昭和47年 昭和61年

緋慶 大正13年 昭和31年 なだひかり 紹和52年 昭和57年

播麗錦 大正14年 昭和 3年 五百万石 昭和52年

1.e.馬強力 昭和 3年 昭和10年 議IE錦 昭和57年 平成 5年

昭和 8年 昭和21年 兵庫北錦 昭和61年
野条穂、

昭和27年 昭和44年 兵庫夢錦 平成 5年

注)本表のたかね錦までは.r兵庫県支姿幾作物奨励品稜の莱J(兵庫県農林部農務課1962-3) を参考に，兵系j商18号以降は奨励
品種改廃協議会資料を参考に作成した.ただし，山田穏， 3i皮3年船の，穀良都は，大正5年の米麦品種改良奨励規則が公布される
以前の原稜配布年を採用年とした.またたかね錦は昭和 認定品種への採用年を奨励品種採用年とした.さらに穀良
都の廃止王手lま，兵庫県農会・農会通信第281号，新山田穂 1号の廃止年は兵庫県報第1528号，新山田穂2号の廃止年は兵康
1果報第1065号の掲載記事の廃止年を用いた.

表10 兵庫県における明治から昭和初期の酒米の作付面積 (単位:ha) 

明治 明治 大正 大正 大正 大正 大正 昭和 昭和 昭和 昭和
品種名 38年 40年 元年 3年 9年 13年 14年 7年 8年 12年 14年

1905 1907 1912 1914 1920 1924 1925 1932 1933 1937 1939 

山 図 穂 3，976 5，355 8，392 8，904 12，309 10，115 
雄 町 4， 714 7，509 9，565 6，930 3，718 1，949 
政 同 3，130 3，382 3，301 3，260 2，001 2，068 
自 玉 1，533 2，310 2，872 1，822 
寓 作 坊 主 917 1，141 2，252 2，055 1，307 1，154 
天 長主 穂、 2，624 1，884 2，727 1，799 2，129 1，106 
荒 地 203 393 1，349 2，241 654 
干高 はi 581 2，184 2，959 1，359 

奈 良 穏 1，064 2，073 1，648 1，577 3，096 2，567 
i度 1，702 2，367 3，303 
穀 良 者有 2，191 5，020 6，074 1，585 992 
品協 調5 592 
車rr山田穂、 l号 6，590 4，509 2，228 1，302 
新山田穏 2号 5，460 4，113 1，716 
持字 慶 1.106 1，585 12，849 11，675 14，340 12，091 
f思 潟 強 カ 2，071 685 

野' 条 穏 5，179 4，389 3，455 
山 回 f車 473 6，351 

注)大正3年までの雄町には渡船を含む.大正9王手の山田穏，雄町，政問，白玉には異名問稜品穏のl1ii積も含む.大正13年の
山図穏は，新山由穏 l号と新山回穂2号を含むものと推定.
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の兵庫県立農事試験場業務功程71にある.兵庫県に導入

された年次は大正9年(1920)の本場で、の水稲品種比較

試験が供試3年目であることから大正 7年(1918)頃と

考えられる.滋賀県では「短稗渡船Jとの品種名はない

が，育成年次からは f滋賀i度船2号J，i向 4号J，r向6

号Jのいずれかの品種と思われる.そのうち「滋賀渡掛

6号Jは長稗で穂数が少ないことから，T鎚稗渡船jとは

特性が異なるのでお品穣特性の資料がないが，i短稗渡

船Jは「瀧賀渡船2号Jまたは「問 4号」と考えられる.

現在， i萌米試験地で品種保存している ri度船2号jは独

立行政法人農業生物資源研究所のジーンパンクから取り

寄せたものであるが，表7の「渡船2号jの特性と表5

に示すき当時の「短稗i度鉛Jの特性は，脱粒性を除いてよ

く似ているので，ほほ河品種と考えられる.ジーンパン

クでの品種名は「渡船2号Jで滋賀の名称が抜けている

が，この品樟は「滋賀渡船2号Jであり，兵庫県に導入

され「短秤渡鉛jと呼ばれた品種とほぼ問じものではな

いかと推測される.

4 r山時錦Jの普及

(1) r山田錦jが奨励品種に採用される前後の酒米生産状況

表 9に兵庫県における酒米奨励品種の変還を示す.現

在の奨励品種制度の始まりは，大正6年 (1916)に公布

された米麦品種改良奨励規期に基づいている.ただし，

35，000 
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25，000 

検
査20，000
数

量 15，000
t 

10，000 

5，000 

。

本県の場合は，前述したとおり明治45年(1912)に原種

育成事業を開始しており， i臨米としては，i山間穂J，fi，度

船J，r奈良穂J，r改良白玉J，i都J，i植山J，i寓作坊

主Jが，大正3年 (1914)には f穀良都jの原種配布が

行われていた.

表10は明治末期から昭和初期にかけての禰米の品種別

作付面積である.明治，大正，昭和初期の品種別水稲作

付面積に関する資料は引用した資料2.3.5.2山.<111のみで非

常に少ない.これらの資料によると，明治末期から大正

にかけては，r山田穂、J，r雄町J(r渡船jも含む)が多く

作付けされていた.大正末期には「新山田穂 1号J，i穀

良都J，i新山田穂2号jが多く，昭和の初めには「緋慶J， 

f野条穂Jが普及した.r山田錦Jが奨励品種に採用され

た昭和11年(1936)の資料はないが，翌昭和12年(1937)

の作付面積は，i山国錦jは473ha，r排慶Jが14，340ha， r野
条穂jが4，389ha，r山田穂jが1，302haであった.r山田錦j

は奨励品種採用後急速に増加し，昭和14年(1939)には

6，350haとなっている.その後，昭和20年の終戦後まで

は資料が残っていない.

(2) r山田錦Jの普及と食糧統制

f山田錦jの普及拡大については，r兵庫の酒米J28)に

エぜソードが紹介されている.兵庫県の酒米はiliftや伊丹

の酒造メーカーに古くから使用されているが，灘や伊丹

陸盤検資数量
白金皿作付面積

9，000 

8，000 

7，000 

6，000作

イ寸
5，000面

久000?

a 3，000 

2，000 

1，000 

O 
ひ喧 0> ~寸 t-- 0 C'J 吋~tD OOO C\l 寸. CD α~ 0 C'J 寸唱 に口 00 Cコ N 寸唱 え000 0 C'J てが に0000 C'J
σ， c"") てが て~ ~ ~ ~ ~ ~ CD CD CD にo CD t-・ ト司 p、 t-鴫 l'-・ 00 α~ 00 α~ 00 σ') (j) Q) cn 口、 cコ o 
0> 0> 0> 0> 0> 0> 0> 0> 0> 0> 0> m m町田町出血白白血0>0> 0> 0> 0> 0> 0> 0>るる
F吋 wベ w吋 炉吋 F寸 F吋 F吋 ~ ~ ~ ~ M M M ~ ~吋 wペ w吋 w吋 W吋 伊吋 wぺ F吋 ，.......; ，.......; ，.......; ..... 寸 ...... ~吋 C、J C'J 

酋暦

図6 山間錦の検査数量と作付面積の誰移(1937年一2003年)
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の酒造メーカーにとって麹米にする最も良質の揺米は兵

庫県産よりも大阪の「中上米J(ちゅうがみまい)であっ

た.r中上米jの中心地は大阪府三島郡茨木地域である.

兵庫産の酒米は，麹米にも使用されていたが，多くが掛

米として利用されていた.しかし，戦争が激しくなる中，

食韓統制が強化され，昭和15年9月に臨時米穀配給統制

規則が施行されたため，米の県外への移出は知事の許可

が必要となり，県外産の米の使用に統制がかけられた27)

このため酒造メーカーは「中上米jが使用できなくなり，

兵庫県産米を使用せざるを得。ない状況になった.このよ

うな状況の中で「山田錦Jをはじめ兵庫県産米での麹作

りが研究され実用化されたということである.当時の綾

子を知る酒米披興会の初代事務局長森本巌の話では.r山

田錦jは心自が多く，当初はもち米のようで趨にしにく

く，酒屋は苦労したとのことである.

食糧統制の強化は，r山田錦Jが麹米として評価される

絶好の機会を得る契機となった.酒造りは使いi量れた米

が求められ，それまで捜っていた品種以外の米は敬遠さ

れる.そのため特に新品種は，その酒造適性を評価され

るチャンスが少ない.r山田錦Jについては，このような

戦時下という特殊な状況が，その酒造適性を開花させ，

普及拡大の後押しになったと考えられる.

戦後，r山田錦jは生産が拡大し，昭和38年(1963)に

7，840haとなり，検査数量も27，795tに達した，その後減

少したが，昭和60年 (1985)から再び増加し， 4 ， 000~ 

5，000haの作付面積を確保し，兵庫および全国の清酒生

を支えている.
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